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迫而申候,其元は如何候哉,此辺年明候てから大雨ふりつ ､き,出水候凧 当城 (小倉城)




















書 4)には ｢福島左衛門大夫殿 (正則)居城,不被得御意被致普請候儀,御耳立申候処,不届芝
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げた元和四年の小倉 ･中津両城の修築普請の許可は ｢奉行衆｣よりの ｢御折紙｣によって細川
氏に伝えられていることが判明するが,この ｢御折紙｣は細川家の史料には残されていない｡















































No. 年 月 日 城郭名 宛 名 書 き
出しI (元卸4)5.15 姫路城 本多忠政
姫路之御城 新規石2 元和6_3.21 大洲城
加藤貞泰 一筆中人侯 長屋 .3 (元和6)8.6
広島城 浅野長巌 去五月之洪水 石垣 .4 元利 9.4.10 小倉 細川忠利 小倉之城 修
5 寛永 1.9.12 赤楯城 丹羽長重 赤楯之城
修築普6 寛永 2.10,6 小倉城 細川忠利 先度
之風軸 普 請 築7 寛永2.ll.10 人吉城 相良
長毎 其方居城破損 破損修8 寛永3.4.16 植
田城 仙石悪政 於信州植田城 新城普9 寛永4.2
.23 仙台屋敷 伊達政宗 就仙台屋敷 新規屋10 麗永4.6 6 白川侍町 丹羽長重 白川侍町狭 堀 .
犀tl 竃永4.8.22 小倉城 細川息利 小倉北之海
手 水道修12 寛永 5.8㌧lt 白川城 丹羽
長重 白川之城普請 普 請13 寛永7.1.14
小倉城 細川忠利 ′ト倉之城海辺 破損修14 寛永7
.7.9 旗本 蜂須賀忠英 淡州須本 新城普15
寛永8.6.6 金沢城 前田利常 今度御居城 新規作16 ll9 小倉 細川忠利 小倉之城海辺 石
垣修17 寛永10.6.7 勝竜寺城 永井直清
勝竜寺本丸 現状変18 寛永10.7.8 勝竜寺城 永
井直活 一筆令申候 新規屋19 寛永11.4.14
熊本城 細川忠利 熊本之城櫓 櫓塀石20 寛永11.
8.2 熊本城 細川忠利 熊本之城 新規普21 寛永11. 1 小浜 酒井 勝 若狭小浜之城 石垣塀
22 寛永12.2.ll 小浜城 酒井忠勝 小浜之城殿主
新規殿23 寛永12_8.23 白川城 丹羽長重
白川之城本丸 石垣築24 寛永13.2_14 高知城
山内忠義 高知城石垣 石垣天25 寛永13.3.1
4 国府城 島津家久 大隅之国之内 新規屋26 寛永15.6.15 小浜 酒井忠勝 小浜城三 丸
部外新27 (寛永16)7.13 鶴岡城 酒井忠勝 鶴岡城本丸 堀拡張
28 寛永17,6.14 熊本城 細川忠利 従熊本之城
小川拡29 寛永17_9.3 熊本城 細川忠利 熊本城本丸 石垣修
30 寛永17.9.3 八代城 細川忠興 八代城本丸





















































































































































































? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ?


































































































































































































































































































































人 文 学 報
れなくなったためと思われる｡
第三,元和 ･寛永前期の大名城郭普請許可の主体は,新規 ･修築の普請 ･作事に限らず将軍
あるいは大御所であり,普請許可の奉書を出した年寄たちにはその許可権はなかったD寛永十
二年の法度改訂後,新規の普請 ･作事,城郭の現状変更についての許可権は,将軍が依然とし
て掌握し,修築普請,城外の普請,焼失した建物の再建などの許吋は,老中の掌握するところ
となった｡このことは,いっぼうでこの時期に江戸幕府の老中制が成立し,その権限が職制と
して明確化してきたことに連動したものであり,将軍政務の合理化の一環でもあったが,他方
より重要なことは,新規の普請 ･作事についての許可権を将軍が掌握したことである｡すなわ
ちこのことは,大名城郭の詳細な情報を握り,その機能を制限することで,将軍が軍事施設と
しての大名城郭をその管轄下に入れていたことを意味しており,大名に抜きん出た江戸時代の
将軍権力の軍事的性格をよく示すものである｡
〔付記〕 本研究は,三菱財団人文科学研究助成金 (近世および近代日本の国家構造)による財政的援
助を受けた｡記して謝意を表する｡
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